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市が広報、ホームページ等により告知を行い参加者を募り、教授および研究室の学生等が講師を務める官学連携事業。子どもたちが積極的に運動し正しい生活リ
ズムを身に付けてもらうことを目的にした、家庭でも親子で気軽に楽しめる運動遊びを紹介する。
　市は、講師料等の経費を節減することができ、大学は研究テーマに沿った研究内容の実践機会等を得ることができるといったメリットを、互いに得ながら充実した
事業の実施が可能となっている。
子育てについての知識や情報を得られるように、子育てに関する様々なテーマを設定し講演会を開催した。
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平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。
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関連・類似事業

部課コード 070200 ℡

法定受託＋附加

事業コード
子ども子育て応援事業

平成 28 年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

070202

①事務事業名

終了年度 年度

こども支援課

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 総務担当

■ □ □

年度

19,388

→

事業の種別

子ども支援節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針 所沢市子ども・子育て支援事業計画

早稲田大学人間科学部教授の働きかけにより官・学連携による市と大学の協働事業として、親子のふれあいを増進し、運動遊びを通し楽しく
就学前の子どもたちの順調な発達を促すため、平成１８年度より実施することとなった。

総合計画の体系 章 健康・福祉 子どもの育成支援の充実

人

人

事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26 年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

単位

158

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

市内在住の就学前児童（4月１日現在） 平成
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運動遊びの紹介を通して、子どもたちの成長における正しい生活リズムを身に付けることの大切さを知ってもらうとともに、子育てについて前向きとなれるように講
演会等を開催し、親としての役割の再認識を促す。

予算現額

27

その他（　　　　　　　　　　） ）

19,516

5,540

人） （

0.63 人 5,456

≪会計種別≫ 一般会計

国・県支出金

8,647

一般財源

平成 26 年度

（

28

147
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27 年度平成

8,547

（千円） 年度 （千円）

218

100 84

（千円） 平成

回

事業費合計

正規職員人件費

人）

0.98 人

参加者 実績

講演会参加者 実績

612

人 122 151

どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています
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項目名 項目説明

活動実績

開催回数 実績

％ 達成率 92 115

　 項目名 項目説明

成果指標
１回あたりの参加者数（運
動遊び）

継続

広報やホームページ、チラシ配布等で運動遊びの参加者の新規獲得を行い、毎回違う
遊びでリピーターの拡大を図っていく。また、講演会では子育て世代のニーズに合った
題材で講演を行っていく。

60

実 績 55 69
延べ参加者数÷開催回数

目標達成状況
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その
他

拡大 縮小
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事業実施方法
(複数選択可）

こども支援課長　浅見　仙隆

終了

次年度予算

評価日 H28.8.18 評価者職氏名

理由
広報やホームページ、チラシ配布等で運動遊びの参加者の新規獲得を行い、
毎回違う遊びでリピーターの拡大を図っていく。また、講演会では子育て世代
のニーズに合った題材で講演を行っていく。

⑨
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

現状
維持

理由 運動遊びの講師へ謝礼をするため。拡大 縮小

無

無
車の使用（参加者）

規制を受ける環境法令等

緊急事態

(2)今後の方向性

引き続き、埼玉県ホームページの子育て応援公式サイトや所沢市のホーム
ページ及びほっとメール等による市民への周知により、事業の充実を図る。

子育て講演会と運動遊び開催日を同日に行うことにより、子育て講演会の施設利用料
の削減と、運動遊びの宣伝をすることができた。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

―

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況

改善・
効率化

※「財源内訳」について 


